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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

１
　
土
地
利
用

急
ピ
ッ
チ
に
進
む
都
市
化

横
浜
市
の
市
域
面
積
は
、
昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日
現
在
、
四
一
七
・

五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
半
分
は
お
だ
や
か
な
丘
陵
地

が
し
め
て
い
る
。
市
街
地
は
主
と
し
て
市
内
を
流
れ
る
鶴
見
川
・
帷
子

川
・
大
岡
川
な
ど
主
要
河
川
の
平
坦
地
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
こ
十
数
年
間
、
わ
が
国
の
都
市
化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
東
京
を
中

心
と
す
る
首
都
圏
へ
の
人
口
・
産
業
の
集
中
は
一
段
と
激
し
い
。
横
浜

市
は
東
京
都
心
か
ら
二
〇
～
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
あ
り
、
東
京
を

あ
ふ
れ
出
し
た
人
口
の
流
入
が
い
ち
じ
る
し
い
。
四
十
三
年
四
月
に
二

〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
市
の
人
口
は
、
四
十
五
年
十
月
一
日
現
在
、
二

土
地
利
用

二
四
万
人
と
な
り
、
二
年
六
ヵ
月
間
で
二
四
万
人
も
増
加
し
て
い
る
。

ふ
え
る
人
口
に
は
、
当
然
そ
れ
に
見
合
っ
た
い
れ
も
の
が
必
要
と
な
る
。

横
浜
市
は
市
域
面
積
が
広
く
、
郊
外
部
に
は
山
林
・
田
畑
な
ど
が
ま
だ

か
な
り
残
っ
て
お
り
、
技
術
的
に
は
開
発
が
不
可
能
な
と
こ
ろ
は
な
い

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
た
め
、
郊
外
部
は
ほ
と
ん
ど
全
域
に
わ
た
り
宅

地
開
発
が
虫
く
い
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
無
秩
序
な
市
街
地
が
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
。
地
目
別
土
地
利
用
の
状
況
を
課
税
台
帳
か
ら
み

る
と
、
宅
地
は
四
十
年
の
八
、
七
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
四
十
四
年

に
は
一
万
一
、
三
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ひ
ろ
が
り
、
農
地
・
山
林
の
計

は
二
万
六
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
一
万
八
、
七
〇
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
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減
っ
た
。
無
秩
序
か
つ
急
速
に
市
街
地
が
拡
大
す
れ
ば
、
公
共
施
設
が

不
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
く
に
道
路
・
下
水
道
の
未
整
備
は
市
民
の

生
活
に
多
く
の
障
害
を
あ
た
え
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
・
保
育
所
な
ど

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
一
方
、
地
価
の

高
騰
は
一
戸
あ
た
り
の
宅
地
を
狭
く
し
、
過
密
住
宅
を
生
み
、
公
園
な

ど
公
共
用
地
も
極
端
に
少
な
く
、
災
害
時
の
危
険
が
増
大
し
て
い
る
。

横
浜
市
の
工
業
は
、
京
浜
工
業
地
帯
の
一
翼
を
に
な
う
鶴
見
・
神
奈
川

地
区
を
は
じ
め
、
根
岸
・
本
牧
の
埋
立
地
に
新
規
工
場
が
立
ち
な
ら
び
、

重
化
学
部
門
を
中
心
と
す
る
大
規
模
工
場
に
よ
り
臨
海
工
業
地
帯
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
南
区
・
港
南
区
に
は
繊
維
関
係
、
食
料
品
な
ど

軽
工
業
部
門
の
中
小
規
模
工
場
が
数
多
く
住
居
と
ま
じ
り
あ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
急
激
な
人
口
と
産
業
の
集
中
に
よ
り
、
横
浜
市
に
お
け
る
工

業
立
地
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
企
業
の
側
か
ら
は
経
済
成

長
に
と
も
な
い
敷
地
拡
張
の
需
要
が
多
い
が
、
既
成
の
工
業
地
帯
は
す

で
に
過
密
化
し
て
お
り
、
新
規
工
場
の
立
地
は
も
ち
ろ
ん
、
敷
地
の
拡

充
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
最
近
で
は
戸
塚
・
港
北
・
緑

区
な
ど
内
陸
部
に
進
出
す
る
工
場
が
多
い
。
ま
た
、
住
民
の
側
か
ら
は

都
心
部
や
住
工
混
合
地
区
な
ど
に
お
い
て
、
騒
音
・
振
動
・
大
気
汚
染

・
汚
水
な
ど
公
害
の
追
放
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
都
市
機
能
の
面
か
ら

表2―45　地目別土地面積の推移

302



み
て
も
、
都
心
部
に
お
く
こ
と
が
も
は
や
不
適
当
と
思
わ
れ
る
工
場
が

生
れ
て
い
る
。

横
浜
市
の
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
市
民
の
職
場
と
な
り
、
買
物
の
場
と

な
り
、
娯
楽
の
中
心
と
も
な
る
の
が
都
心
部
で
あ
る
。
横
浜
市
の
都
心

部
は
、
港
を
中
心
と
す
る
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
周
辺
の
旧
来
か
ら
の
地

域
と
、
近
年
の
郊
外
部
の
宅
地
開
発
を
背
景
と
し
て
、
事
務
所
や
商
業

・
娯
楽
施
設
が
急
激
に
ふ
え
て
い
る
横
浜
駅
周
辺
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
戦
後
長
期
に
わ
た
る
市
街
地
の
接
収
の
た
め
、
都
心
形
成
が
い

ち
じ
る
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
、
工
場
な
ど
に
よ
り
都
心
部
が
二

つ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
体
的
な
都
心
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
三
〇
万
市
民
に
対
応
し
た
都
市
生
活
の
中
心

地
と
し
て
十
分
な
役
割
を
は
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
郊
外
部
に

流
入
し
た
市
民
の
中
に
は
都
市
生
活
の
中
心
を
東
京
に
お
き
、
横
浜
を

た
ん
な
る
「
ね
ぐ
ら
」
と
す
る
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

計
画
的
な
土
地
利
用

横
浜
市
で
は
「
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
づ
く
り
」
を
市
政
の
最

重
点
施
策
と
し
て
、
道
路
・
下
水
道
・
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に

つ
と
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
市
街
地
の
拡
大
は
、
市
の
財
政
能
力

土
地
利
用

を
は
る
か
に
こ
え
た
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
増
大
す
る
公
共
投
資

は
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
限
度
に
た
っ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
道
路

・
下
水
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
市
街
化
か
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
は
、
郊
外
部
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
進
行
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
民
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
最
低
限
度
の
公
共

・
公
益
施
設
を
確
保
す
る
た
め
、
開
発
者
の
負
担
を
求
め
る
「
横
浜
市

宅
地
開
発
要
綱
」
を
さ
だ
め
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
か
ら
実
施
し
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
化
現
象
は
、
全
国
規
模
で
進
ん
で
お
り
、
都
市

地
域
の
土
地
利
用
の
合
理
化
と
効
率
的
な
公
共
投
資
を
は
か
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
議
論
が
、
国
の
宅
地
審
議
会
な
ど
各
方
面
で
な
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
四
十
三
年
五
月
、
新
都
市
計
画
法
が
成
立
し
た
。
新
都
市
計

画
法
は
、
都
市
計
画
区
域
（
横
浜
市
は
全
市
域
で
一
つ
の
都
市
計
画
区

域
を
形
成
し
て
い
る
）
を
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
二
分
し
、

無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ

る
。
市
街
化
区
域
は
、
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
と
、
お

お
む
ね
十
年
以
内
に
道
路
・
下
水
道
・
公
園
・
学
校
な
ど
の
都
市
施
設

を
、
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
し
て
市
街
化
を
は
か
る
べ
き
区
域
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
域
内
で
の
民
間
開
発
は
、
開
発
許
可
制
度
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
方
、
市
街
化
調
整
区
域
は
、
い
っ
さ
い
の
開
発
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が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
、
無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大
を
抑
止
す
る
区
域

で
あ
り
、
農
地
・
優
良
自
然
地
を
保
護
す
る
区
域
と
さ
れ
て
い
る
。
横

浜
市
は
県
と
協
力
し
て
こ
の
区
域
区
分
（
線
引
き
）
を
お
こ
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
〇
年
後
の
人
口
を
想
定
し
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
に

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
十
分
な
面
積
を
、

一
応
、
市
街
化
区
域
と
し
、
そ
こ
に
公
共
投
資
を
集
中
的
に
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
り
、
優
良
な
市
街
化
と
公
共
投
資
の
効
率
化
を
は
か
る
こ
と

と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
市
街
化
す
る
が
、
ま
だ
そ
の
時
期
で

な
い
地
域
な
ど
は
当
面
市
街
化
調
整
区
域
と
し
て
お
き
、
順
次
段
階
的

に
市
街
化
す
る
方
針
で
線
引
き
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
四
十
四

年
十
二
月
、
市
民
に
縦
覧
さ
れ
た
県
素
案
で
は
市
街
化
区
域
は
市
域
の

六
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
万
九
、
一
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、

公
聴
会
・
審
議
会
に
は
か
っ
た
結
果
、
農
家
な
ど
土
地
所
有
者
の
意
見

も
い
れ
て
市
街
化
区
域
は
市
域
の
七
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
万
一
、

〇
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
大
幅
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
こ
れ
で
は
無
秩

序
な
市
街
化
を
抑
え
重
点
的
に
公
共
投
資
を
し
な
が
ら
、
計
画
的
・
段

階
的
に
市
街
化
を
は
か
る
と
い
う
新
都
市
計
画
法
最
大
の
ね
ら
い
は
、

十
分
に
生
か
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
市
街
化
区
域
の
都
市
施
設
整

備
に
要
す
る
費
用
は
、
一
地
方
自
治
体
の
財
政
能
力
を
は
る
か
に
こ
え

て
い
る
。
市
民
生
活
を
営
む
の
に
最
低
限
度
必
要
な
都
市
施
設
を
整
備

す
る
た
め
、
横
浜
市
は
開
発
者
の
負
担
と
国
の
各
種
補
助
金
の
大
幅
な

増
額
を
求
め
、
市
民
の
暮
し
を
ま
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
三
〇
万
市
民
の
活
動
の
中
心
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
都
心
部
を
育
て
、

住
宅
と
工
場
を
分
離
し
公
害
の
な
い
静
か
な
住
宅
地
の
環
境
を
つ
く
り
、

人
間
が
生
活
す
る
の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
み
ど
り
を
ま
も
る
な
ど
、

市
民
が
住
み
、
働
き
、
休
息
し
、
遊
ぶ
の
に
適
し
た
場
所
を
確
保
す
る

た
め
に
、
土
地
利
用
を
規
制
す
る
の
が
地
域
・
地
区
制
で
あ
る
。

そ
の
基
本
と
な
る
の
は
用
途
地
域
制
で
あ
る
。
用
途
地
域
制
は
、
事
務

所
・
商
店
・
工
場
・
住
宅
な
ど
が
混
在
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
土
地
を

住
居
地
域
・
商
業
地
域
・
準
工
業
地
域
・
工
業
地
域
に
分
類
す
る
も
の

で
あ
る
。
各
地
域
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
一
定
の
建
物

は
例
外
的
に
許
可
を
受
け
た
場
合
を
除
い
て
、
建
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
新
都
市
計
画
法
で
は
市
街
化
区
域
に
つ
い
て
用
途
地
域
を
指
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
横
浜
市
で
は
市
街
化
調
整
区
域
の
一
部
を

加
え
、
市
域
の
七
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
二
九
・
四
五
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
る
。

用
途
地
域
制
は
昭
和
四
十
五
年
五
月
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
第
一
種
住
居
専
用
・
第
二
種
住
居
専
用
・
住
居
・
近
隣
商
業
・
商
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土
地
利
用

表2－46　区別市街化区域，市街化調整区域面積305
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業
・
準
工
業
・
工
業
・
工
業
専
用
の
八
地
域
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

容
積
地
区
・
空
地
地
区
は
廃
止
さ
れ
、
用
途
地
域
の
種
別
に
応
じ
て
定

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の
改
正
は
現
在
の
住
居
地
域
を
中
心
に
用

途
地
域
を
よ
り
細
か
く
分
類
し
、
居
住
環
境
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
日
照
権
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
用
途
地
域
は

二
年
以
内
に
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
市
で
も
そ
の
準
備

を
す
す
め
て
い
る
。

ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

現
在
、
宅
地
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
を
ふ
く
め
て
市
域
の
六
二

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
住
居
地
域
に
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
内
で
は

騒
音
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
工
場
、
爆
発
物
な
ど
危
険
物
を
扱
う

工
場
は
も
ち
ろ
ん
、
映
画
館
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
建
築
を
禁
止
し
、

住
居
地
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
ま
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
き
び

し
い
建
築
制
限
を
お
こ
な
う
住
居
専
用
地
区
を
二
、
一
四
九
・
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
指
定
し
て
お
り
、
良
好
な
住
居
地
の
環
境
を
保
護
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
み
ど
り
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地
に
第
八
種
空
地
地
区
を
指
定
し

て
お
り
、
敷
地
面
積
に
た
い
す
る
建
築
面
積
（
建
ぺ
い
率
）
を
十
分
の

四
以
下
に
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
今
後
の
宅
地
開
発
は
開
発
許
可
制
度

に
よ
り
、
道
路
・
下
水
道
・
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
、

市
独
自
の
宅
地
開
発
要
綱
に
よ
り
、
学
校
な
ど
市
民
生
活
に
必
要
な
各

種
施
設
を
整
備
し
て
い
く
。
一
方
、
横
浜
市
に
は
丘
陵
地
が
多
い
こ
と

か
ら
、
集
中
豪
雨
時
な
ど
に
ガ
ケ
く
ず
れ
が
多
発
し
、
い
た
ま
し
い
犠

牲
者
が
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
住
宅
地
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

危
険
地
帯
で
あ
り
、
市
で
は
宅
地
造
成
等
規
制
法
に
よ
り
、
宅
地
開
発

を
き
び
し
く
取
り
締
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
の
許
可
を
受
け

な
い
不
法
建
築
が
あ
い
つ
い
で
お
り
、
犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
で
あ
る
。

住
宅
と
工
場
が
混
在
し
て
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
の
を
防
ぎ
な
が
ら
、

工
場
の
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
、
工
場
用
地
と
し
て
準
工
業
地
域
・

工
業
地
域
あ
わ
せ
て
四
、
九
六
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
指
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
準
工
業
地
域
は
住
宅
な
ど
他
の
用
途
の
建
物
と
混
在
す
る
の

で
、
危
険
物
を
扱
う
工
場
・
騒
音
を
発
す
る
工
場
な
ど
の
建
築
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
現
在
わ
が
国
の
各
地
で
発
生
し
て
い
る
産
業
公
害
に
つ

い
て
は
、
横
浜
方
式
と
よ
ば
れ
る
き
び
し
い
規
制
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

本
牧
・
根
岸
の
臨
海
工
業
地
帯
が
完
成
し
、
こ
こ
に
進
出
す
る
企
業
に

た
い
し
て
は
、
ば
い
じ
ん
な
ど
が
空
中
に
散
っ
て
市
街
地
に
影
響
を
あ

た
え
な
い
よ
う
に
煙
突
を
高
く
し
た
り
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
発
生
が
少
な
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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

い
良
質
の
燃
料
を
使
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
既
設
の
工
場
地
帯
に
つ
い
て
は
、
工
場
が
新
設
・
増
改
築
を
す

る
機
会
に
同
じ
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
。
な
お
、
市
の
都
心
部
を
中

心
に
六
、
三
七
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
工
業
等
制
限
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
な
工
場
の
新
・
増
設
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

商
業
地
域
は
、
横
浜
駅
周
辺
、
関
内
・
関
外
地
区
の
都
心
部
の
ほ
か
、

鶴
見
・
新
横
浜
・
戸
塚
の
各
駅
周
辺
な
ど
副
都
心
的
な
地
域
を
中
心
に
、

一
、
九
七
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
日
常
品
の

買
物
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
商
業
地
域
と
し
て
、
小
売
店
舗
地
区
九
三

・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
高
度
地
区
と
し
て
横
浜
駅

周
辺
、
関
内
・
関
外
地
区
、
新
横
浜
駅
前
を
指
定
し
て
い
る
。
高
度
地

区
は
市
の
中
心
地
・
繁
華
街
な
ど
高
層
建
築
物
が
立
ち
な
ら
ぶ
場
所
を
、

建
物
の
高
さ
を
統
一
し
て
中
心
地
と
し
て
の
景
観
を
保
ち
、
土
地
を
有

効
に
利
用
す
る
地
区
で
あ
る
。
第
一
種
高
度
地
区
に
建
て
る
建
物
の
高

さ
は
最
低
一
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
高
度
地
区
に
つ
い
て
は
一
二

メ
ー
ト
ル
以
上
に
限
定
し
て
い
る
。
新
横
浜
駅
前
は
、
将
来
副
都
心
と

し
て
商
業
施
設
・
オ
フ
ィ
ス
が
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

事
前
に
高
度
地
区
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
市
の
中
心
市
街
地
と
し
て
重
要
な
地
区
に
あ
り
な
が
ら
、
木
造

建
築
が
密
集
し
て
い
た
り
、
接
収
解
除
後
も
荒
地
が
残
っ
て
い
た
り
し

て
都
心
部
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
土
地
利
用
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
地
区

が
あ
り
、
火
災
・
震
災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
き
わ
め
て
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
地
区
を
防
災
建
築
街
区
に
指
定
し

て
、
建
物
の
高
層
不
燃
化
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
都
心
部
に

混
在
し
て
い
る
中
小
工
場
を
、
金
沢
地
先
を
埋
め
立
て
て
そ
こ
に
移
転

し
、
工
場
の
近
代
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
工
場
跡
地
を
都
心
部
再
開
発

に
有
効
に
利
用
す
る
計
画
も
す
す
め
て
い
る
。

横
浜
市
は
、
神
戸
市
と
な
ら
ん
で
わ
が
国
を
代
表
す
る
国
際
的
な
港
湾

都
市
で
あ
る
。
横
浜
港
の
取
扱
い
貨
物
量
・
入
港
船
舶
数
は
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
こ
の
た
め
公
共
ふ
頭
が
不
足
し
、
港
湾
機
能
が
低
下
し
て

い
る
。
そ
こ
で
昭
和
三
十
八
年
に
完
成
し
た
山
下
ふ
頭
に
引
き
続
き
、

本
牧
ふ
頭
と
関
連
産
業
用
地
の
建
設
を
す
す
め
て
き
た
。
産
業
用
地
は

四
十
三
年
度
に
完
成
し
、
本
牧
ふ
頭
も
一
部
完
成
し
、
す
で
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
運
界
の
輸
送
革
命
と
い
わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
ー
輸

送
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
本
牧
ふ
頭
に
コ
ン
テ
ナ
ー
専
用
ふ
頭
を
も

う
け
、
コ
ン
テ
ナ
ー
荷
役
用
の
大
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
整
備
し
て
き
た
。

港
湾
の
円
滑
な
管
理
と
運
営
を
は
か
る
た
め
、
臨
港
地
区
を
三
六
一
・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
指
定
し
て
い
る
。
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み
ど
り
と
太
陽
は
、
人
間
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
横
浜
市
の
よ
う
な
過
密
都
市
で
は
、
こ
う
し
た
み
ど
り
や

太
陽
は
急
速
に
失
な
わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
市
で
は
本
牧
市
民
公

園
を
は
じ
め
大
小
の
公
園
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
自
然
の
緑
地
を
確
保
す
る
た
め
、

四
十
四
年
に
円
海
山
周
辺
七
一
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
近
郊
緑
地
保
全
区
域

に
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
区
域
の
良
好
な
自
然
環
境
を
ま
も
る
た
め
、

必
要
な
規
制
と
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
良
好
な
自

然
地
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
円
海
山
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
に
指
定

し
て
い
る
。
こ
の
特
別
保
全
地
区
内
の
土
地
は
、
所
有
者
の
買
取
り
請

求
が
あ
る
場
合
に
は
、
買
取
り
に
応
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
四
十

五
年
十
月
末
現
在
、
一
万
一
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
た
。

こ
の
ほ
か
風
致
の
と
く
に
す
ぐ
れ
た
地
域
、
自
然
状
態
を
保
持
し
て
い

る
地
域
・
史
跡
・
そ
の
他
特
色
あ
る
景
観
地
域
な
ど
一
〇
地
区
、
二
、

八
四
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
風
致
地
区
に
指
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
地

区
内
で
は
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
な
い
開
発
や
建
築
は
条
例
で
禁
止
し

て
い
る
。

副
都
心
の
整
備

２
　
副
都
心
の
整
備

上
大
岡
は
副
都
心
に
な
れ
る
か

地
下
一
階
、
地
上
七
階
、
延
床
面
積
一
万
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

と
い
う
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
四

年
十
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
ビ
ル
の
中
に
は
大
手
の
ス
ー
パ
ー
を
は
じ
め
、

各
種
専
門
店
・
喫
茶
店
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
が
あ
り
、
ビ
ル
全
体
の

売
上
げ
は
年
間
三
〇
億
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。
開
店
後
一
年
を
む
か

え
た
現
在
、
こ
の
目
標
を
突
破
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
い
う
。
そ
し
て

こ
の
ビ
ル
の
目
の
前
に
、
地
下
二
階
、
地
上
五
階
、
売
場
面
積
九
、
六

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が
、
四
十
五
年
十
一
月
に

開
店
し
た
。
こ
こ
に
も
大
手
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
て
お
り
、
ビ
ル
の
年
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